
持続性心房細動患者 589 例を，肺静脈隔離術のみでアブレーションを行う群（67 例）， 
肺静脈隔離術に加えて連続性分裂電位アブレーションを行う群（263 例）、 
肺静脈隔離術に加えて左房天蓋部から僧帽弁峡部にかけての線状アブレーション 
を行う群（259 例）に分けた。持続性心房細動患者において，肺静脈隔離術に加えて 
線状アブレーションまたは連続性分裂電位アブレーションを行っても，心房細動の再発率に 
低下は認められなかった． 



肺静脈隔離術のみでアブレーションを行う群 



 肺静脈隔離術に加えて連続性分裂電位アブレーションを行う 



 肺静脈隔離術に加えて左房天蓋部から僧帽弁峡部にかけての線状アブレーション 
 



心房細動のフリーの期間はほぼ同じでした。 
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